
景気浮揚！雇用創出！

今今
年年
もも
景景
気気
浮浮
揚揚
策策
でで
雇雇
用用
創創
出出
をを
めめ
ざざ
しし
てて

県県
議議
会会
でで
がが
んん
ばば
りり
まま
すす
。。

今今
後後
とと
もも
ごご
支支
援援
、、
ごご
協協
力力
よよ
ろろ
しし
くく
おお
願願
いい
いい
たた
しし
まま
すす
。。

二二
〇〇
一一
〇〇
年年
元元
旦旦

県県
議議
会会
議議
員員

金金
子子
三三
智智
郎郎

金金子子県県議議一一般般質質問問でで熱熱くく訴訴ええるる！！
実実例例ををままじじええ公公契契約約条条例例制制定定ににつついいてて 他他

１２／４
�

景景気気浮浮揚揚！！雇雇用用創創出出！！
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質

問

事

項

知
事
の
次
期
知
事
選
不
出
馬
に
伴
う
県
政

課
題
の
積
み
残
し
へ
の
対
応
に
つ
い
て

1�
県
庁
舎
建
て
替
え
問
題
と

跡
地
活
用
問
題
に
つ
い
て

質
問
要
旨

答
弁

質
問
要
旨

答
弁

�
新
幹
線
の
長
崎
ま
で
の
延
伸

と
都
市
再
生
総
合
整
備
事
業

及
び
都
市
再
生
緊
急
整
備
地

域
の
指
定
に
つ
い
て

質
問
要
旨

答
弁

１１
月
長
崎
県
議
会
定
例
会
が
同

月
２７
日
〜
１２
月
１７
日
迄
の
会
期
で

開
催
さ
れ
、
長
崎
県
議
会
議
員
に

当
選
就
任
し
ま
し
て
、
第
４
回
目

と
な
る
一
般
質
問
に
１２
月
４
日
に

登
壇
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
下
記
５
項
目
に
わ

た
っ
て
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ
の
質
問
要
旨
と
県
知
事
、
部

課
長
か
ら
の
答
弁
要
旨
を
掲
載
し
、

議
会
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

【
金
子
県
議
】１１
月
定
例
県
議
会
の

中
で
知
事
選
へ
出
馬
し
な
い
決
断

の
理
由
と
し
て
「
仕
事
に
一
定
の

道
筋
を
つ
け
ら
れ
た
こ
と
」
と
言

う
こ
と
で
す
が
、
県
庁
舎
整
備
と

移
転
時
の
跡
地
活
用
に
つ
い
て

「
何
の
結
論
も
出
て
お
ら
ず
、
知

事
が
不
出
馬
の
理
由
と
し
て
挙
げ

た
一
定
の
道
筋
が
つ
い
た
と
は
言

え
な
い
」
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

【
知
事
】現
在
、
こ
れ
ま
で
の
経
過

を
十
分
に
踏
ま
え
な
が
ら
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
基
本
構
想
に

対
す
る
判
断
や
着
工
の
時
期
、
跡

地
活
用
の
具
体
的
な
検
討
に
つ
い

て
は
、
新
し
い
知
事
と
県
議
会
の

判
断
に
委
ね
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

【
金
子
県
議
】１
月
か
ら
始
ま
る
大

河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」
で
本
県
に

注
目
が
集
ま
る
時
に
跡
地
活
用
に

つ
い
て
一
定
の
方
向
性
を
示
す
こ

と
が
長
崎
の
活
性
化
に
結
び
つ
く

の
で
は
な
い
か
。

【
知
事
】確
か
に
こ
こ
ま
で
や
り
な

が
ら
途
中
で
投
げ
出
す
こ
と
に
つ

い
て
は
じ
く
じ
た
る
思
い
も
あ
り

ま
す
。
私
は
、
そ
の
時
の
つ
く
る

と
決
め
た
人
間
の
思
い
が
そ
の
建

物
に
入
っ
て
く
る
と
思
う
。
単
な

る
箱
物
で
は
な
く
、
地
域
に
活
用

さ
れ
役
立
つ
も
の
と
考
え
る
と
、

最
初
の
ス
タ
ー
ト
の
時
点
か
ら
完

成
ま
で
見
届
け
る
人
に
預
け
た
方

が
い
い
と
思
っ
た
。

【
金
子
県
議
】新
幹
線
の
長
崎
市
へ

の
延
伸
は
、
駅
前
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
の
再
開
発
事
業
と
な
る
都
市

再
生
総
合
整
備
事
業
及
び
都
市
再

生
緊
急
整
備
地
域
の
指
定
と
大
き

な
関
係
を
持
ち
、
長
崎
市
の
将
来

に
向
け
た
発
展
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
も
の
で
す
。

長
崎
市
の
再
開
発
も
大
き
な
積

み
残
し
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
如

何
で
し
ょ
う
か
。

【
知
事
】現
在
の
西
九
州
ル
ー
ト
の

計
画
で
は
、
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ

イ
ン
方
式
も
、
ス
ー
パ
ー
特
急
方

式
も
、
諫
早
か
ら
在
来
線
を
使
っ

て
長
崎
駅
ま
で
入
っ
て
き
ま
す
が
、

長
崎
ま
で
延
伸
し
て
整
備
し
た
場

合
は
、
武
雄
温
泉
駅
か
ら
フ
ル
規

格
で
更
に
時
間
短
縮
が
可
能
で
す
。

新
幹
線
の
最
終
駅
は
長
崎
市
で

質 問 事 項

1 知事の次期知事選不出馬に伴う県政課題
の積み残しへの対応について
� 県庁舎建て替え問題と跡地活用問題について
� 新幹線の長崎までの延伸と都市再生総合整
備事業及び都市再生緊急整備地域の指定に
ついて

2「公契約条例」制定について（千葉県野
田市の条例制定を受けて）
� 野田市で条例制定が実現した事への考えに
ついて

� 長崎県での条例制定の可能性について
� 建設業における賃金の区分計算（別計算）
方式による入札の試行について

3 原爆症の認定申請の現状について
� 原爆症の認定申請者数について
� 原爆症の認定の現状ついて
� 申請者に対する説明について

4 犯罪被害者に対する支援策の強化について
� NPO法人 長崎被害者支援センターの現状
について

� NPO法人 長崎被害者支援センターの財政
基盤の確保策について

5 その他
� 県の畜産行政について

一般質問を行う金子県議

２�２０１０年（平成２２年）１月１日発行 第６号【新年特集号】金 子 三 智 郎 県 議 会 報 告



質
問
要
旨

答
弁

質
問
要
旨

答
弁

質

問

事

項

「
公
契
約
条
例
」制
定
に

つ
い
て

2�
野
田
市
で
条
例
制
定
が
実
現

し
た
事
へ
の
考
え
に
つ
い
て

質
問
要
旨

答
弁

�
長
崎
県
で
の
条
例
制
定
の

可
能
性
に
つ
い
て

質
問
要
旨

答
弁

�
建
設
業
に
お
け
る
賃
金
の
区

分
計
算（
別
計
算
）方
式
に
よ

る
入
札
の
試
行
に
つ
い
て

質
問
要
旨

答
弁

あ
り
、
そ
の
周
辺
整
備
は
国
内
の

み
な
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
交

流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、
本
県
経

済
を
活
性
化
す
る
た
め
に
不
可
欠

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
長
崎
市
と
一
体
に
な
っ

て
街
づ
く
り
の
基
本
計
画
の
策
定

と
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
の
指

定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

【
金
子
県
議
】こ
の
街
づ
く
り
が
な

い
と
将
来
、
最
悪
の
場
合
に
は
２０

万
人
以
上
が
長
崎
市
か
ら
減
る
と

い
う
予
測
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
崎
に
た
く
さ
ん
人
が
来
る
、

こ
れ
が
活
性
化
、
長
崎
の
ま
ち
再

生
の
最
大
の
切
り
札
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
一
番
近
い
上
海
と
の

交
易
、
長
崎
発
着
の
ク
ル
ー
ズ
航

路
と
い
う
発
想
も
考
え
ら
れ
ま
す

が
如
何
で
し
ょ
う
。

【
藤
井
副
知
事
】長
崎
の
ま
ち
を
上

海
航
路
に
つ
な
ぎ
、
離
島
に
つ
な

い
で
い
る
と
こ
ろ
が
長
崎
の
ま
ち

の
大
き
な
特
徴
で
す
。

先
般
も
知
事
と
前
原
大
臣
の
と

こ
ろ
に
伺
い
、
長
崎
の
新
幹
線
は

単
な
る
新
幹
線
で
は
な
い
、
日
本

が
こ
れ
か
ら
韓
国
、
中
国
の
人
達

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
、
観
光

活
性
化
と
い
う
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
し
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な

い
。
そ
の
先
兵
が
長
崎
で
あ
る
と

訴
え
て
き
ま
し
た
。

前
原
大
臣
も
非
常
に
強
く
同
感

を
し
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

【
金
子
県
議
】新
幹
線
、
長
崎
の
整

備
事
業
に
は
今
疲
弊
し
て
い
る
長

崎
県
内
の
建
設
業
者
の
方
を
、
長

崎
県
の
こ
の
再
開
発
に
は
最
優
先

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

【
藤
井
副
知
事
】地
産
地
消
と
言
う

こ
と
を
建
設
業
、
都
市
作
り
、
都

市
再
生
に
入
れ
て
い
く
こ
と
は
当

然
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
を
実
現
す
る
の
は
、
残
念

な
が
ら
こ
の
次
の
知
事
と
な
り
ま

す
が
、議
会
、理
事
者
一
緒
に
な
っ

て
地
産
地
消
を
実
現
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
金
子
県
議
】２
０
０
９
年
９
月
３０

日
に
千
葉
県
野
田
市
で
全
国
初
と

な
る
公
契
約
条
例
が
成
立
し
た
。

今
こ
そ
一
定
の
施
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。

過
去
二
回
、
公
契
約
条
例
に
つ

い
て
質
問
し
た
が
、
他
の
自
治
体

が
制
定
し
て
い
な
い
現
状
や
国
が

定
め
る
の
が
先
で
あ
る
と
い
う
答

弁
だ
っ
た
。
理
事
者
と
し
て
の
お

考
え
を
聞
き
た
い
。

【
産
業
労
働
部
政
策
監
】労
働
者
の

公
正
な
賃
金
、
労
働
条
件
の
確
保

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
野
田
市

の
条
例
が
ど
の
よ
う
な
運
用
を
さ

れ
、
労
働
者
に
ど
の
よ
う
な
効
果

が
あ
る
か
見
守
り
た
い
。

労
働
者
の
処
遇
改
善
の
た
め
に
、

一
定
の
施
策
が
今
こ
そ
求
め
ら
れ

て
い
る
時
は
な
い
と
思
う
。
長
崎

県
で
条
例
を
制
定
す
る
お
考
え
は

な
い
か
。

【
産
業
労
働
部
政
策
監
】労
働
条
件

に
つ
い
て
は
、
現
行
の
労
働
基
準

法
を
は
じ
め
、
一
定
の
保
護
が
な

さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
庁
内
の

主
要
部
局
と
連
携
し
て
、
法
令
遵

守
の
徹
底
を
図
り
た
い
。

条
例
の
制
定
に
は
、
野
田
市
や

他
県
、
国
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え

る
こ
と
が
適
当
と
考
え
ま
す
。

【
金
子
県
議
】建
設
業
に
お
い
て
入

札
金
額
か
ら
賃
金
を
別
計
算
と
す

る
方
式
を
試
行
す
る
考
え
は
な
い

の
か
。

【
土
木
部
長
】新
た
な
積
算
基
準
を

作
成
す
る
必
要
が
あ
り
、
県
独
自

で
実
現
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

総
合
評
価
落
札
方
式
に
設
計
労

務
単
価
と
同
額
以
上
の
支
払
い
を

誓
約
す
る
評
価
項
目
を
全
国
に
先

駆
け
て
導
入
し
て
い
ま
す
。

平成２１年１２月５日 長崎新聞掲載

長崎・上海友好館落成記念

第６号【新年特集号】 ２０１０年（平成２２年）１月１日発行金 子 三 智 郎 県 議 会 報 告３�



質

問

事

項

原
爆
症
の
認
定
申
請
の

現
状
に
つ
い
て

3�
原
爆
症
の
認
定
申
請
者
数

に
つ
い
て

�
原
爆
症
の
認
定
の
現
状
つ

い
て質

問
要
旨

答
弁

�
申
請
者
に
対
す
る
説
明
に

つ
い
て

質
問
要
旨

答
弁

質

問

事

項

犯
罪
被
害
者
に
対
す
る

支
援
策
の
強
化
に
つ
い
て

4�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
崎
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
状

に
つ
い
て

�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
崎
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
財
政

基
盤
の
確
保
策
に
つ
い
て

質
問
要
旨

答
弁

厚生環境委員会で県内視察

質
問
事
項

そ
の
他

5�
県
の
畜
産
行
政
に
つ
い
て

（
長
崎
和
牛
冷
凍
精
液
紛

失
事
案
へ
の
対
応
）

答
弁

【
金
子
県
議
】原
爆
症
の
認
定
申
請

に
つ
い
て
相
次
ぐ
集
団
訴
訟
の
結

果
、
国
は
、
新
し
い
基
準
で
審
査

し
て
い
る
が
、
申
請
か
ら
１
年
７

カ
月
放
置
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
原
爆
後
障
害
で
悩
ん

で
お
ら
れ
る
方
へ
の
思
い
や
り
が

感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
具
体
的
に
お

尋
ね
し
ま
す
。

�

原
爆
症
の
認
定
申
請
者
数
は
、

県
下
に
ど
れ
く
ら
い
お
ら
れ
る

の
か
。

�

原
爆
症
の
認
定
状
況
で
認
定

さ
れ
た
人
、
さ
れ
な
か
っ
た
人
、

ま
た
、
現
在
、
審
査
中
の
人
、

さ
ら
に
、
申
請
か
ら
却
下
ま
で

の
時
間
の
実
態
に
つ
い
て
。

�

申
請
者
に
対
す
る
説
明
会
等

の
開
催
予
定
は
な
い
の
か
。
申

請
者
は
高
齢
で
丁
寧
な
手
助
け

が
必
要
と
思
う
が
い
か
が
か
。

【
福
祉
保
健
部
長
】

�

申
請
者
は
本
県
で
３
０
６
５

人
。
そ
の
う
ち
認
定
者
は
、
１

０
５
０
人
で
す
。

�

申
請
か
ら
結
果
が
出
る
ま
で

最
短
で
６
ヶ
月
、
最
長
は
昨
年

４
月
申
請
分
が
審
査
待
ち
と

な
っ
て
い
ま
す
。

�

申
請
者
に
対
す
る
説
明
に
つ

い
て
は
、
申
請
件
数
の
多
い
長

崎
市
と
も
協
議
し
、
対
応
を
検

討
し
ま
す
。

【
金
子
県
議
】申
請
し
て
、
長
期
間

待
た
さ
れ
た
挙
句
却
下
さ
れ
、
異

議
申
し
立
て
に
つ
い
て
も
、
一
定

の
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
も
う

少
し
丁
寧
な
対
応
に
つ
い
て
考
え

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

【
福
祉
保
健
部
長
】不
安
な
気
持
ち

は
理
解
し
ま
す
。
異
議
申
し
立
て

は
書
面
で
可
能
。
た
だ
、
通
知
文

に
具
体
的
な
却
下
理
由
は
記
載
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
事
前

に
制
度
、
審
査
に
対
す
る
手
順
に

つ
い
て
個
別
に
説
明
を
い
た
し
ま

す
。

【
金
子
県
議
】犯
罪
が
発
生
し
た
場

合
、
本
県
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
崎

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
被
害
者

や
遺
族
の
生
の
声
を
聞
き
、
理
解

を
深
め
、
犯
罪
抑
止
の
効
果
拡
大

に
尽
力
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
組
織
に
対
し
て
の

活
性
化
と
充
実
に
つ
い
て
警
察
本

部
長
は
ど
う
認
識
さ
れ
て
い
る
の

か
お
聞
き
し
た
い
。

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
の
財
政
状

況
は
極
め
て
厳
し
く
２２
年
度
は
助

成
金
の
打
ち
切
り
等
で
大
幅
な
赤

字
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

早
急
な
収
入
て
こ
入
れ
と
大
幅

な
補
助
金
、
助
成
金
の
見
直
し
が

必
要
と
思
わ
れ
ま
す
が
如
何
で

し
ょ
う
か
。

【
警
察
本
部
長
】長
崎
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
１２
月
に
県
公
安
委
員
会
か
ら
早

期
援
助
団
体
の
指
定
を
受
け
、
警

察
か
ら
の
情
報
提
供
に
基
づ
き
直

接
支
援
業
務
を
行
い
、
被
害
者
等

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
広
範
な
支
援

を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
学
校
講
演
事
業
と
し
て
中

高
校
生
に
命
の
尊
さ
を
訴
え
か
け

る
講
演
を
行
い
、
犯
罪
被
害
者
を

出
さ
な
い
施
策
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー

は
犯
罪
被
害
者
支
援
と
し
て
、
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

一
方
、
こ
の
同
セ
ン
タ
ー
へ
の

財
政
的
支
援
の
強
化
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
引
き
続
き
知
事
部
局
に

お
願
い
致
し
な
が
ら
、
補
助
金
の

確
保
や
助
成
の
検
討
、
各
市
町
へ

の
負
担
金
の
増
額
、
企
業
等
へ
の

寄
付
金
等
を
強
力
に
お
願
い
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
県
民
生
活
部
長
】県
と
し
ま
し
て

も
、
運
営
委
員
会
に
出
席
し
、
相

互
の
情
報
交
換
や
、
県
有
施
設
を

無
償
提
供
す
る
な
ど
、
活
動
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
安
定
に
向
け
、

会
員
拡
大
、
寄
付
の
促
進
等
、
よ

り
一
層
の
広
報
啓
発
活
動
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

【
農
林
部
長
】農
協
等
に
対
し
て
、

定
期
的
な
検
査
や
抜
き
打
ち
検
査

に
よ
り
、
在
庫
本
数
や
配
布
先
を

確
認
し
記
帳
と
棚
卸
し
の
指
導
を

徹
底
し
ま
す
。

農
協
か
ら
農
家
に
至
る
ま
で
の

凍
結
精
液
の
流
れ
を
把
握
で
き
る

体
制
を
確
立
し
ま
す
。

金子県議の活動報告を建設長崎
ホームページでご覧ください。

お
も
な
活
動
報
告

県議会傍聴後、県庁玄関にて

http://www.kensetunagasaki.org/
建設長崎でも検索できます。

ココを
クリックして
ください

食肉衛生検査所
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